数　学　科　学　習　指　導　案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　時：令和5年11月１・２日（水）　第2校時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　　所：県立北中城高等学校　2-1教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　　象：2年1組24名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用教科書：数学Ⅱ　数研出版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授  業　者：神谷百恵
１．単元名　「図形と方程式」

２．単元目標（１）図形と方程式の基本提な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
　　　　　　（２）座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。
　　　　　　（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。
３．単元について

　（１）教材観　図形に関しては，これまでにその性質や計量について学習している。また，座標や式に
関わる内容について，中学校第１学年では，原点Оで直交した２本の数直線によって平
面上の点が一意的に表されることや，座標を用いて比例，反比例の関係をグラフに表す
ことを取り扱っている。第２学年では，一次関数のグラフが直線であることや，二元一
次方程式ax+by+c=0 (b≠0) を関数を表す式とみることを取り扱っている。第３学年では
関数y=ax2のグラフが，y軸を対象軸とする線対称な曲線であることを取り扱っている。
また，「数学Ⅰ」では，一般の二次関数のグラフの性質について考察している。ただ
し，いずれの場合も関数についての考察や理解を中心とした取り扱いである。
ここでは，平面図形とそれを表す方程式や不等式との関係を取り扱う。座標を用いて，
直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に表現して調べる解析幾何学に
おける方法を理解し，その有用性を認識するとともに，それらをいろいろな事象の考察に
活用する力を養う。また，図形を条件を満たす点の集合とみることについても理解できる
ようにする。
　（２）生徒観　特進クラス理系選択者である。特進クラスということもあり、学びに対する意識は高く，課題等にも前向きに取り組む。２年になってからは、考える過程を大事にした授業を継続して行っており、教科書の解説を読む前にまずは自分で考える姿勢が定着してきている。また，自分の考え方を前に出て説明したり，解答を紹介したりすることにも抵抗はなく，教師との１対１のやりとりは活発に行うことができる。しかし，グループ内で自分の意見を発表したり、他者の意見を取り入れたりしながら発展させていくことは苦手としている生徒が多く、グループでの活動はなかなか盛り上がらない。

　（３）指導観　生徒の学びに向かう力を涵養できるように，知識を学ぶ場面，既習事項を用いて新しい
知識・技能を習得する場面のメリハリを付けたい。様々な場面で，主体的・対話的で深
い学びになるよう発問を工夫し，解答方法が複数出てくることを期待したい。また、学習形態についても，ジグソー法を用いたり，ペア活動を用いたりするなど，異なる視点からの話し合い活動で思考を練り上げていく場面を上手く設定したい。
図形と式を結びつけること，身近な事象を数学化することを意識しながら指導を行う。
４．学校全体を通して育成したい資質・能力
　（１）言語能力
　　　　（６）事実を多面的・客観的に捉え分析できる習慣を身に付けた「思考力」
　　　　（７）自分の意見を分かりやすく他人に伝える方法を身につけた「発信力」
　　　　（８）多様な人々と協働して主体的に行動できる習慣を身につけた「協働力」
５．単元の評価規準

	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	
	1 座標平面上の直線や円を方程式で表すことが出来る。
2 軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡を求めることが出来る。
3 簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表したりすることができる。
	1 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察することができる。
2 数量と図形との関係などに着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，コンピュータなどの情報機器を用いて軌跡や不等式の表す領域を座標平面上に表すなどして，問題解決に活用したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察したりすることが出来る。
	1 事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしている。
2 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。


　　　
 ６．単元の指導と評価計画（ 全１２時間計画 ）

	
	時間
	学習目標

	学習活動・学習内容
	評価規準

	
	
	
	
	知
	思
	態

	
	 １時 
	円の方程式（一般形と標準形）
３点を通る円
	図から特徴を捉えさせ公式を導出

	①
	①
	

	
	  2時 


	円と直線①


	中心と直線の距離と半径の関係


	
	①
	

	
	 ３時 
	円と直線②


	判別式・問題演習


	
	①
	

	
	４時


	円の接線


	具体的な問いの解決から公式の導出


	①
	①
	

	
	5時
	円外からの接線
	ヒントから自力解決

	①
	①
	

	
	 6時
	２つの円
	図の関係性の復習
P96
	①
	①
	

	
	 7時
	円束
	式が表す図形を考察し，まとめる
	
	①
	②

	
	 8時
	円束
	式が表す図形を考察し，まとめる
	
	①
	②

	
	９時
	
	問題演習
	
	
	

	
	10時
本時
	軌跡領域


	身近な問題→軌跡・領域の問題（円）

「未来課題」
	
	②
	①

	 11時

[image: image1.emf]本時  


	軌跡領域


	身近な問題→軌跡・領域の問題（円）

「未来課題」
	
	②
	①


７．本時の計画（本単元の10時間目）

　（１）本時の目標①日常の問題を数学の問題と捉えなおし、既習の内容を用いて解決の道筋を考える
　　　　　　　　　　ことができる。（思・判・表）
　　　　　　　　　②現実的な問題の解決を考え，発表することが出来る。（主）
　（２）思考を深める発問　・条件に合う点はこれだけ？他にはない？
　　　　　　　　　　　　　・条件に合う点を並べていくとどうなりそう？

・配送料の設定が今と変わったらどうなりますか？
　　　　　　　　　　　　　・配送料が安くなるところを数学的に表す方法は？　　　　　　　　
　（３）本時の展開（11/1）
	
	時間
	学習内容・学習活動

○質問・発問・指示　Ｓ生徒の反応　・学習活動
	指導上の留意点
・留意点　Ｔ教師の手立て　◇評価規準（評価方法）

	
	導

入
３
分
	・前時までのおさらいとイントロダクション

	身近な問題の解決に数学が関っていることを
伝えながら本時の内容に入る。

	
	展

開
45
分


	・「未来課題」を掲示し、個人・ペアで問
①を考える。→10分経過後、答えてもらう。
S０色々な距離を測りだす。
S1一番近いところがいい。
S２目的地→Bの距離は目的地→Yの距離の
２倍以下。
共有５分
・問②を個人,ペアで考える。
S１ライカムとBを結んで1:2に内分する点を打つ
S２いくつかの点を打って手が止まる。
S３手が動かない
・適宜手を止めさせて生徒の考えを紹介させながら考えを深めていく。

	T生徒の答えをipadで撮影し、生徒と共有
する。（全ての工程で、誤答も良い解答も）
T予備の物差しを用意しておく。
T調べるのはBだけでいい？
Tこの点はどんな点だっけ？
条件に合う点はこれだけ？他にはない？
T条件に合う点を並べていくとどうなりそう？
T問①で電器店を選べたのはなぜだった？


	
	ま

と

め
2
分
	・この時間で考えたこと、分かったことをまとめて次時につなげて終了。
	


　
本時の展開（11/2）
	
	時間
	学習内容・学習活動

○質問・発問・指示　Ｓ生徒の反応　・学習活動
	指導上の留意点
・留意点　Ｔ教師の手立て　◇評価規準（評価方法）

	
	導

入

３
分
	・前時のおさらいとイントロダクション

	・前時で分かったこと、考えたことをまとめておく。

	
	展

開

4０
分


	・問③をグループで考えて、まとめる
（２０分）

・グループ毎に発表する（１０分）

・全員の答えを考察して比べてみる。全員がほぼ同じ答えなら、展開①か展開②に進む。（１０分）
展開①配送料の設定が変わった場合を考えてどうなるかを個人でプリントにまとめる。
展開②みんなが出した答えが本当にあっているか確かめる方法（数学的に表せないか）を考えさせる。

	T生徒の答えをipadで撮影し、生徒と共有
する。（全ての工程で、誤答も良い解答も）
◇個人で考えて記述をプリントに残しているか（主体的に学習に取り組む態度）
◇グループでそれぞれの考えを出し合い、まとめて発表することが出来ているか
（思考・判断・表現）
Ｔグループが作成したチラシを撮影しておく
　（比較検討のため）


	
	ま

と

め
７
分
	・振り返りの記入

・プリントの提出
・教師のまとめ

	


（４）本時の評価基準
　　　　本時の目標；　　　　　【思考・判断・表現】（指導）
	
	Ａ（十分に満足できる）
	自分たちの考えをまとめ、伝わりやすく工夫して発表することが出来る。
また，軌跡・領域との繋がりに気づき，数学的に解決しようとしている。

	
	Ｂ（おおむね満足できる）
	自分たちの考えをまとめて発表することが出来る。


	
	Ｃ（努力を要する）

	話し合い、発表することが出来ない。


本時の目標；　　　　　【主体的に学習に取り組む態度】（記録）
	
	Ａ（十分に満足できる）
	筋道立てて考え、それを伝わりやすく説明できている。

	
	Ｂ（おおむね満足できる）
	説明する方法を考え、記述に自らの考えを分かるように残している。

	
	Ｃ（努力を要する）

	話すことが出来ない。話していても、記述に残していない。


８．実際の「未来課題」
あなたは電器店Bの店長です。父親の代から続く電器店で一生懸命働いています。ところが最近、ライカムにも電器店ができ、このままでは大きい商業施設にお客さんが流れていきそうで心配です。そこでライバルとなる電器店Yと自分のお店電器店Bについて調べてみました。調べた内容をまとめると次のようになりました。

（１）品揃えも値段も電器店Yと同じくらいである！負けていない！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B店　　　　　　（２）配達してもらうためにはどちらも直線距離につき配送料がかかる。

　　電器店Bは１ｋｍにつき配送料１００円、電器店Ｙは１ｋｍにつき配送料２００円である
これからの販売戦略を考えるために、いろいろ考えてみることにしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑４ｋｍ

ちなみに、電器店Bは地図上の印にあり、ライカムから東に３ｋｍ、北に４ｋｍの場所にあります。

問① まずは大型契約がとれそうな施設について考えました。次の施設のうち、どの施設に　　　　●　　　　　→　　　　　　　　売り込みにいくとよいでしょうか。理由をつけて答えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ライカム　３ｋｍ

〇北中城高校　　　　〇山内中　　　　〇オキナワグランメールリゾート

問② どちらの電器店に頼んでも配送料が同じ場所は、地図上のどの位置になるだろうか、説明してみよう。

問③「『この地域』に住んでいる人はB店に来た方が配送料がお得ですよ」ということを宣伝するチラシを作りたい。

『この地域』がわかりやすく伝わる方法を考え、実際にチラシを作ってみよう。
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